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委 員 会 だ よ り

　年
間
活
動
計
画
に
沿
っ
て
、
商
店
会
と
意
見
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
。
商
店
会
の
現
状
や
課
題
の
認
識

な
ら
び
に
将
来
の
商
店
会
の
あ
り
方
を
話
し
合
い
ま

し
た
。

　現
状
に
つ
い
て
は
、
①
後
継
者
不
足
②
小
規
模
経

営
で
の
価
格
競
争
の
厳
し
さ
③
補
助
金
申
請
の
た
め

の
書
類
作
成
の
煩
雑
さ
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

　課
題
に
つ
い
て
は
、
①
空
き
店
舗
に
オ
ー
ナ
ー
が

住
ん
だ
ま
ま
で
も
活
用
で
き
る
方
策
②
全
市
観
光
へ

の
取
り
組
み
③
街
頭
放
送
が
老
朽
化
な
ど
で
休
止
し

て
い
る
た
め
、
ま
ち
な
か
の
雰
囲
気
づ
く
り
の
放
送

が
で
き
な
い
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
防
災
放
送
が
聞
こ
え
に
く
い
た
め
街
頭
放

送
を
役
立
て
ら
れ
な
い
か
。
閉
店
エ
リ
ア
に
交
通
タ

ー
ミ
ナ
ル
を
設
置

し
、
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
や
タ
ク
シ
ー

乗
降
所
、
駐
車
場

を
設
け
、
人
の
流

れ
を
生
み
出
せ
な

い
か
。
登
別
漁
港

に
観
光
客
も
利
用

で
き
る
市
場
の
設

置
を
検
討
し
て
は

と
の
提
案
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今

後
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
げ
て
参
り

ま
す
。

�

（
米
田
）

　今
年
度
の
重
点
活
動
テ
ー
マ
は
「
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
法
に
係
る
施
策
に
つ
い
て
」
で
す
。

　こ
の
テ
ー
マ
が
抱
え
る
課
題
と
し
て
、

①
自
立
支
援
法
に
係
る
制
度
へ
の
理
解
が
十
分
得
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
。

②
生
活
困
窮
者
の
実
態
把
握
が
難
し
い
こ
と
。

③
市
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
任
意
事
業
へ
の
取

り
組
み
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
。

　以
上
の
理
由
が
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ら
と
か
か
わ
り

の
あ
る
諸
団
体
と
意
見
交
換
を
行
い
、
各
団
体
が
抱

え
る
課
題
や
実
態
を
把
握
し
、
提
言
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
は
、
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
や
い
き
い
き
サ
ロ
ン

の
活
動
な
ど
を
通
し
、

支
え
合
え
る
地
域
づ
く

り
へ
の
取
り
組
み
や
自

立
支
援
事
業
に
お
け
る

支
援
員
の
人
材
確
保
が

必
要
と
の
こ
と
で
し
た
。

　ま
た
、
民
生
・
児
童

委
員
協
議
会
か
ら
は
、

高
齢
者
の
就
労
支
援
対

策
、
就
職
時
に
お
け
る

保
証
人
、
保
証
機
関
の

整
備
、
ニ
ー
ト
の
社
会

参
加
へ
の
支
援
が
必
要

と
の
こ
と
で
し
た
。

�

（
渡
辺
）

　今
年
度
の
重
点
活
動
テ
ー
マ
で
あ
る
「
小
中
一
貫

教
育
へ
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
、
７
月
11
日
か
ら

14
日
の
日
程
で
、
先
進
地
を
視
察
し
ま
し
た
。
徳
島

県
阿あ

南な
ん

市
で
は
、
小
中
連
携
型
で
あ
る
「
チ
ェ
ー
ン

ス
ク
ー
ル
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
中
学
校

を
中
心
と
し
て
、
離
れ
た
場
所
に
あ
る
２
小
学
校
と

の
連
携
事
例
で
す
。
徳
島
県
牟む

岐ぎ

町
で
は
、
小
中
一

体
型
で
あ
る
「
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ス
ク
ー
ル
」
を
視
察
し

ま
し
た
。
小
中
学
校
が
渡
り
廊
下
で
つ
な
が
っ
た
一

体
型
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　ま
た
、
８
月
25
日
に
登
別
市
校
長
会
と
、
本
市
が

取
り
組
ん
で
い
る
特
徴
的
な
教
育
活
動
で
あ
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
」
「
土
曜
授
業
」
「
小
中
一

貫
教
育
」
の
現
状

に
つ
い
て
、
意
見

交
換
を
行
い
ま
し

た
。　今

後
は
、
議
会

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
各

種
団
体
と
の
意
見

交
換
を
踏
ま
え
た

委
員
間
で
の
討
議

を
さ
ら
に
深
め
、

本
市
と
し
て
の
小

中
一
貫
教
育
の
方

向
性
に
つ
い
て
政

策
提
案
し
て
い
く

予
定
で
す
。
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文書質問 要緊急安全確認大規模建築物の耐震改修補助について

第10回議会フォーラムを開催しました

観
光
・
経
済
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

総
務
・
教
育
委
員
会

生
活
・
福
祉
委
員
会

北
海
道
新
幹
線
延
伸
に
よ
る

観
光
産
業
の
発
展
や
経
済
の

活
性
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

・�

議
会
だ
よ
り
「
で
ぃ
す
か

す
」
の
見
や
す
さ
に
つ
い

て
・�

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

改
善
に
つ
い
て

小
中
一
貫
教
育
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に

係
る
施
策
に
つ
い
て

議員は、登別市議会基本条例の規定に基づき、市長などに対して文書により質問することができ、市長など
は質問を受けたときには、速やかに回答しなければなりません。

　10月１日（土）に婦人センター、鉄南ふれあいセンター、
富岸小学校、鷲別公民館で議会フォーラムを開催しました。
　10回目となる今回の議会フォーラムは、市民との協働によ
る議会活動を目指し、委員会ごとのグループワーク形式で意
見交換を行いました。
　議会の取り組みや地域課題など活発な意見交換ができ、有
意義な議会フォーラムとなりました。

　全
市
観
光
に
向
け
、
温
泉
街

と
市
街
地
の
交
流
を
増
や
し
、

積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
と
の

意
見
や
、
観
光
客
が
市
内
を
回

遊
で
き
る
よ
う
バ
ス
停
の
増
設

に
つ
い
て
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
ご
当
地
グ
ル
メ
な
ど

の
特
徴
あ
る
製
品
の
開
発
、
道

の
駅
建
設
も
目
指
す
べ
き
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　意
見
交
換
で
は
、
議
会
だ
よ

り
が
広
報
の
ど
こ
に
あ
る
か
わ

か
り
に
く
い
、
文
字
が
小
さ
い

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
議
会
で
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
の

導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
と

の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　本
委
員
会
で
は
、
学
校
の
統

合
が
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
解
決
に
つ

な
が
る
の
で
は
と
の
意
見
や
、

少
人
数
だ
と
切
磋
琢
磨
で
き
な

い
た
め
小
中
一
体
型
を
導
入
し

て
は
ど
う
か
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク

ー
ル
の
活
動
に
は
、
避
難
訓
練

や
子
ど
も
会
、
お
祭
り
な
ど
地

域
住
民
と
の
活
動
が
必
要
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　参
加
者
の
多
く
は
、
町
内
会

役
員
と
し
て
日
ご
ろ
か
ら
市
民

生
活
に
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い

る
方
で
、
町
内
会
役
員
と
民
生

委
員
の
役
割
を
周
知
し
て
ほ
し

い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
「
多
様
な
支
援
よ
り

も
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が

少
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
」
と
の

提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　本
年
８
月
に
示
さ
れ
た
「
耐
震
改
修
補

助
制
度
（
新
制
度
）
の
創
設
及
び
予
算
措

置
」
へ
の
検
討
に
関
し
て
は
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
の

所
有
者
に
と
っ
て
「
自
己
負
担
の
軽
減
」
が
図
ら

れ
、
耐
震
化
が
順
調
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
一
方
、
本
年
４
月
に
「
新
制
度
活
用

の
見
送
り
」
を
決
め
た
理
由
の
一
つ
が
「
市
は
財

政
難
の
状
況
下
に
あ
り
、
負
担
が
約
３
倍
と
大
き

く
、
予
算
措
置
が
許
さ
れ
る
状
況
に
な
い
」
と
あ

り
ま
し
た
。

　一
度
見
送
っ
た
制
度
が
再
検
討
に
至
っ
た
理
由

を
論
点
と
し
て
①
政
策
の
提
案
に
至
る
ま
で
の
経

緯
②
他
の
自
治
体
の
類
似
す
る
政
策
と
の
比
較
検

討
③
市
民
参
画
の
実
施
の
有
無
と
そ
の
内
容
④
総

合
計
画
と
の
整
合
性
⑤
政
策
な
ど
の
実
施
に
か
か

る
財
源
措
置
⑥
将
来
に
わ
た
る
コ
ス
ト
計
算
、
以

上
６
項
目
の
政
策
形
成
情
報
の
明
示
を
市
長
に
求

め
ま
す
。

　新
た
に
創
設
さ
れ
た
補
助
制
度
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
市
全
体
の
利
益
に
つ
な
が

る
未
来
へ
の
投
資
で
あ
り
、
本
市
の
基
幹
産
業
で

あ
る
観
光
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
観
光
客

を
呼
び
込
み
、
全
市
観
光
の
推
進
、
市
内
経
済
の

活
性
化
に
結
び
付
き
ま
す
。

　ま
た
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
市
民
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
る
大
型
避
難
所
を
確
保
す
る
こ

と
が
で
き
、
災
害
発
生
時
に
多
く
の
市
民
を
守
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
公
平
・
公
正
・

平
等
を
原
則
に
新
補
助
制
度
の
活
用
に
つ
い
て
方

針
を
決
定
し
た
も
の
で
す
。

　財
政
措
置
に
つ
い
て
は
、
不
断
の
見
直
し
と
大

胆
な
財
政
出
動
が
見
込
ま
れ
相
当
困
難
が
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
今
後
、
国
や
北
海
道
に
対
し
、
さ
ら

な
る
支
援
を
強
く
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

文書質問
とは？

答 問


